
      ○
柔
道
部
 

 
兵
庫
柔
道
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１
 

 
 
第
２
位
 
村
上
隆
貴
 

 
 
第
３
位
 
鳥
居
天
凱
 

 
松
田
旗
柔
道
大
会
 
 
優
勝
 

 ○
吹
奏
楽
部
 

サ
ン

ボ
ー

杯
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
コ

ン
テ

ス
ト
 

最
優
秀
賞
 
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏
 

優
秀
賞
 
バ
リ
・
チ
ュ
ー
バ
４
重
奏
 

金
賞
 
 
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
７
重
奏
 

 ○
青
少
年
健
全
育
成
会
標
語
 

 
最
優
秀
賞
 
多
鹿
千
尋
 

 
優
秀
賞
 
 
中
村
瑠
弥
 

 
優
秀
賞
 
 
石
田
愛
華
 

 
優
秀
賞
 
 
貝
沼
美
夏
 

 ○
三
木
市
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

 
審
査
委
員
賞
 
 
上
月
香
澄
 

 
デ
ザ
イ
ン
賞
 
 
西
岡
優
花
 

 
入
選
 
 
 
 
 
谷
奈
津
希
 

 
入
選
 
 
 
 
 
柳
本
光
輝
 

 
佳
作
 
 
 
 
 
関
野
あ
ゆ
る
 

 
佳
作
 
 
 
 
 
水
池
佑
馬
 

 
佳
作
 
 
 
 
 
財
前
 
慶
 

             

    

  ２月１５日（火）・１６日

（
水
）

に
小

中
あ

い
さ

つ
交

流
を

行

い
ま
し
た
。
１
日
目
は
小
野
中

学
校
で
、
２
日
目
は
両
小
校
に

分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
 

中
学

生
の

間
に

小
学

生
が

入

り
、

最
初

は
恥

ず
か

し
が

っ
て

い
た

小
さ

な
声

も
、

返
っ

て
く

る
大

き
な

あ
い

さ
つ

の
声

と
共

に
大

き
く

な
っ

て
い

き
ま

し
た

。
あ

い
さ

つ
の

大
切

さ
を
実
感
で
き
た
２
日
間
で
し
た
。
 

３
月

７
日

（
月

）
に

は
３

年
生

を

送
る

会
を

行
い

ま
す

。
新

生
徒

会
役

員
が

企
画

し
、

先
輩

方
が

喜
ん

で
下

さ
る

素
晴

ら
し

い
会

に
な

る
よ

う
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

                        

４
日
（
金
）
３
年
生
「愛校作業

」
 

７
日
（
月
）
３
年
生
を
送
る
会
 

９
日
（
水
）
卒
業
式
予
行
 

１
１
日
（
金
）
卒
業
式
 

１
４
日
（
月
）
公
立
高
校
一
般
入
試
 

２
１
日
（
月
）
公
立
高
校
合
格
発
表
 

２
４
日
（
木
）
修
了
式
 

 
 
 
 
 
 
校
舎
一
般
開
放
 

 
 
 
 
 
 
新
校
舎
移
転
作
業
①
 

２
５
日
（
金
）
新
校
舎
移
転
作
業
②
 

 
 
 
 
 
 
春
休
み
（
～
４
／
６
）
 

２
６
日
（
土
）
新
校
舎
竣
工
式
 

 
 
 
 
 
 
 
（
全
校
生
出
席
）
 

                                                     

  いよいよ３月、今年度のまとめの

月で、来年につながる大切な時期で

す。「１年生の総仕上げ」をしてい

きながら、２年生の準備も始めまし

ょう。  ３月後半は、１年の整理と来年度

に向けての取り組みが多くなります。

今、自分がやるべきことをしっかり

やり切りましょう。また、「トライ

やる・ウィーク」について「心構え」

をしっかり確認しましょう。「社会

に出る」とはどういうことなのか、

「マナーと常識」、「人にお世話に

なること」など、深く考えていく時

です。

 

  ２年生も残すところわずかとなり

ました。厳密に言うと、十日後には

三年生が卒業し、学校での最上級生

となります。

 

まだまだ生活や学習で自分に甘い

ところがあり、最上級生と呼ばれる

にはより一層の自覚と努力が求めら

れるところです。

 

来年度には、新校舎での生活が始

まります。

 

次年度の活躍のために「今、自分

がなすべきことは何か」をじっくり

考え、次年度に備えましょう。

 

  卒業式まで、残り十日となりまし

た。卒業式では、子どもたちの３年

間の成長を保護者の皆様と一緒に喜

び合いたいと思っています。これま

で、中学校での教育活動に、ご理解

とご協力をいただき本当にありがと

うございました。

 

懐かしい思い出の体育館で、最後

の卒業式を行えることを嬉しく思っ

ています。
 

卒業式当日、保護者の皆様は９時
４０分までに体育館に入場、着席して

いただけますようよろしくお願いい

たします。卒業生の入場開始は９時
５５分、卒業式の開始は１０時の予定で

す。
 

卒業生一人一人のこれからの歩み

を、温かく見守っていただきますよ

うお願いいたします。
 

   祝
ご
卒
業
（
「
学
級
訓
」
に

見
る
成
長
）
 

 ◆
３
の
１
学
級
訓
「
稲
穂
」
 

（
森
本
和
代
教
諭
）
 

 
「

実
る

ほ
ど

、
首

を
垂

れ
る

稲
穂

か
な

」
の

思
い

を
託

し
た

学
級

訓
。

担
任

は
、

生
徒

会
を
率

い
な

が
ら

３

年
生

の
範

と
し

て
学

級
づ

く
り

に
奔

走
。
そ

の
結
果

「
環
境

美
化
運
動

」

で
最
優
秀
賞
。
 

◆
３
の
２
学
級
訓
「
磨
」
 

（
谷
口
珠
世
教
諭
）
 

 
「
磨
」
の
意
で
あ
る
「
磨
く
」
「
励

ま
し

合
う

」
を
基
盤

に
、

学
期
毎

に

大
き

く
成
長

。
担
任

は
「
人

生
は

か

け
算
。
君
が
ゼ
ロ
な
ら
意
味
が
な
い
」

と
一
致
団
結

を
説

く
。

合
唱

コ
ン

ク

ー
ル
「
最
優
秀
賞
」
。
 

◆
３
の
３
学
級
訓
「
虹
」
 

（
管
野
大
輔
教
諭
）
 

 
「

ス
マ

イ
ル

・
イ
ズ

・
ザ

・
ベ

ス

ト
」

を
合
言
葉

に
、
笑
顔

で
頑
張

る

学
級

が
実
現

。
文
武

両
道

を
説

き
、

体
育
祭
の
「
応
援
」「

学
級
対
抗
総
合
」

「
大
縄
跳
び
」
「
入
場
行
進
」
部
門
で

１
位
を
独
占
。
 

◆
３
の
４
学
級
訓
「
○
」
 

（
藤
岡
く
る
み
教
諭
）
 

 
「
輪

」
「

和
」
「
わ

」
「
話

」
「
環

」

と
、
何
事

に
も

「
○

」
を

重
ん
じ

る

明
る
い
学
級
。
担
任
は
「
知
行
合
一
」

を
説

き
、

思
い

を
叶
え

る
実
力

学
級

に
成
長

。
体

育
祭

「
学

年
演
技

」
で

１
位
。
 

◆
３
の
５
学
級
訓
「
夢
」
 

（
坂
本
敏
裕
教
諭
）
 

 
進
路
指
導
責
任
者

と
し

て
、

一
人

一
人

が
「
夢

」
を
抱

く
こ

と
、

輝
く

こ
と

、
叶
え

る
こ

と
の

重
要
性

を
説

き
、
平

素
か

ら
情
熱
的

に
生

徒
と

コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
。
個
性
豊

か
な

学
級
に
成
長
。
 

◆
３
の
６
学
級
訓
「
恕
」
 

（
藤
原
俊
則
教
諭
）
 

 
「
恕

」
に

は
、
「

思
い
や

り
の
心

」

「
情
け
」
「
あ
わ
れ
み
」
の
意
味
が
あ

り
、

担
任

は
心

の
育
ち

を
重
視

し
て

指
導
。
加
え
て
、
生
徒
の
「
挑
戦
心
」

「
好
奇
心

」
の
必
要
性

も
説

き
、
見

事
大
き
く
成
長
。
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